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輝いた子ともたち！
小事校●事大勤会
心地よい五月晴れの下、運動会

が開催されました。残暑が厳しい

中での補習は児童の体への負担が

大きい、という判断で春に行うこ

とになり、一中地区の小学校は今

年で3年日になります。

今年も熱中症で具合が悪くなる
児童もなく、みんな元気に運動会

を楽しみました。
（長堀小学校長　久野勝敬）

＿＿＿＿補打●■1森

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
〓
中
地
区

地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
広
め
る
会
」
　
に

よ
る
1
中
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
地
域
運
営
が
昨
年
四
月
か
ら

実
施
さ
れ
、
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
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よ
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よ
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な
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よ
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、二、去∴＋宣 平成25年俊　一中地区地域のふれあいを広める会 

総　会　報　告 
4月21臥1中地区コミュニティセンターで、市長はじめ多くの来賓を迎え、代

講員・役員など101人が出席し、平成25年度定閉総会が開催され、審議したすべて

の案件は、原案通り可決されました。

また、永年にわたリコミュニティ活動に貢献された副会長の下夕村修氏（乗中根団

地自治会長）、理事の七滝健天氏（松戸自治会長）、同じく理事の住谷勝己氏（勝倉自
治会長）．が退任され感謝状が贈呈されました。

ー中地区地域のふれあいを広める会（本会）l　　　　本会予井　￥3．233．761

l勇　間　載脊　壬・寺山　一郎・下夕村條
会　長　大和田敬治　：
副会長　遠藤　良子　…　理　事13自治会長・3委員長・6部会長
副会長　坂井　久彦　：　監　事　宴　次男・大内　勝利
副会長　原　健三　；　事務局　川島　博・伊藤　昭子・菊池　喜代子

歳入　　6，842，761

事　♯　4／21　　　　総　会　　　　　　　　　2／22　芸能音楽祭
10／13　　　　－中地区秋季大運動会　　随時　　ひたちなか市コミュニティ組織
10／17・18　　理事視察研傭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡協譲会
11／16・17　　コミュニティまつり　　　随時　　各種会醸・ホームページ運営など

平成25年度歳入・歳出予算（

地域部委■芸（13 自治会長）事♯■　￥40．m

香え長　坂井　久彦

■　♯10／17・18　　理事研憺会

11／16・17　　コミュニティまつり

4月～随時　　まちづくり市民舎犠・委員会など

歳出　　6，842，761

事♯★　￥80，000　　　　　　広報委員会　　1・事業欄と　￥819．000

委員長　遠藤　良子

事　井　目／16・17　　コミュニティまつり

未定　　　　　講演会（合同事♯主催）

随時　　　　　委員会など

委員長　大間　清見

事　業　広報紙（ふれあい）年3回発行

9月　　コミュニティまつりチラシ作成

随時　　取材・編■

し　体胃部会　ノ　　　　事榊￥715・000
部会長　近藤　保夫

事　業　4／14　　第37回ソフトボール大会

6／8　　第10回三世代交漬レクリエーション大会

7／14　　第9回ファミリーバトミントン大会

10／13　第19回一中地区秋季大運動会

10／27　第3回ヘルスバレーボール大会

3／12　　第15匝ゴルフ大会

部会長　盛口　祥子

事　＃　6／6　移動研修会

安全防災節会：　　　　　事♯責　￥285，000

部会長　安　正欄

事　♯　7／2　視察研修

7月　　交通事故防止啓発活動

8月　　安全教室（醜習会）

11月　　交通■故防止啓発活動

事業ナ　￥440．000　　も　書少年部会 事井貫　￥476．∝氾

部会長　岡田　栄子

事　業　7／6　　親子クリーン作戦
10／雑　コンサート「朗読とシンセサイザーのコラボ」l　　　　7／12　少年の主張大会

10月　　コミュニティまつり展示・企画

2月　　芸能音楽祭企画実施
7／27　　三世代ふれあいチャレンジ教室

1／11　　まゆ玉つくり

2／1　親子ふれあいスキー

L l墳部会

部会長　西野　治

事　♯　5・10月

6・7・12月

6／12

7／2

11／20

事♯t　￥445，000

地区内環娩巡視・地域内美化活動

地区内清掃

自然1姐こ親しむ会（三世代交流）

生ゴミ処理横平会

行政旛股見学会

禰祉部会

部会最　速鼻

事　♯　6／16

6／20

月1回

月1回

月2回

l　　　　　　　事業十　￥330．000

孟子

子書てサロン（パパも蓼加）

視♯研修　　9／3　　ふれあいの旅

子書てサロン・1中コミセン

全上自治会館・中根集落センター

グループホーム「そよ風」訪問

特暮老人ホーム「はまぎくの里」訪問

※各委員会・部会の事業手は本会からの助成辛と、その他の事業費を含めた総事業費を記載しています。

※自治会ごとの事業内容は、各自治会からのご案内をご覧ください。なお、各自治会長は以下の通りです。

山田俊（中根）　　坂井久彦（大成呵）重田救之（西中棍）桑原武夫（長堀松戸）川内勝夫（三反田）権瓶宏（大平）清水進（金上）
大島吉美（富士山）尾曲六郎（駅前南）佐藤定男（薬師台）武石利文（勝倉）　　原健三（笹野）　　伊野昂（棄中根団地）

1中地区コミュニティセンター管理運営に問する経費内訳

平成25年度コミュニティセンターの管理運営に関する予算内訳は下図の通りです。

収入予算　合計20，772，000

使用料　雑収入　前年度繰越金　　市補助金
2．000．00015，000　　　900，000　　17．857．000

「聖二i

支出予算　合計20，772，000

255．000　4．164．000　　　　　24，000

※ホームページを開設　　検索の仕方は「1中ふれあいを広める会」です。
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●私のたのしみ●

水墨画をたのしむ

大内　守さん

西中楓こお住まいの大内守さん（77）に．趣味
の水墨画についてお話を伺いました。お部屋には、

大きな額に飾られた作品や色紙に描かれた作品・
多数の筆・水墨画の本などが置いてありました。
楕浜で船に乗る仕事をしていた大内さんは、定

年になって自宅に戻り何かしようと考えていたと

きに、書道をやっている娘さんに「昔から絵が好
きだったから、水墨画をやってみたら」と勧めら
れ　一中コミセンの水墨画の講座「勝田墨退会」
に入りました。それから17年、シルバー人材セ

ンターの仕事もしながら水墨画を続けてこられ

平成20年には日中水墨画合同展で優秀賞を受賞
するまでになりました。「筆と墨があれば簡単に
できると始めたが、和紙や額も必要だし。余白を

生かし、墨で瀾淡を付けながら、遠近を出すのが
一番難しい。濃くし過ぎたら戻せないから失敗だ

ね」また「作品が出来上がった時が一番嬉しい。

達成感が最高だよ」と笑顔で話してくれました。

手先の器用な大内さんは、水墨画の作品（和紙）
の裏打ちも、自分で行うそうです。「先生に教わ
って、何回も失敗しながら身に付けたよ。失敗し

ないと身に着かないからね」と、糊と水の調合す
る容器も見せてくれました。額も買うと高いから

と自分で作り、作品に押す印も大きさに合わせて

石を彫って作っています。いろんなことに挑戦す
る婆に感心しました。

≠車等些麿粥甘粕

長堀地区
6月2日、一中学区保健推進員による歩く

会が126人奉加で行われました。初めに長堀

小体育館で．講師の染谷典子先生（体育学士・
健康運動指導士）の指導のもと、準備運動を

行い出発しました。
天候にも恵まれ　大川に泳ぐ絆や魚釣りを

している親子を見ながら歩き、遠中ライスセン

ター前でストレッチなどを行い、1時間30分

かけて田植えの終わったあぜ道を歩きました。

体育館に戻り、ストレッチをして筋肉痛の予

防・疲労回復をはかり終了。楽しい歩く会でした。

訂＋∵芋二三喜
地域のわだい

哲留守ぜ電場艶
中根小学校

中根小学校では「サツマイモを育てる活動を通し、

勤労の書きや生産することの喜びを体得し地域の方や

異学年児壬との交流を園る」ことをねらいに、6年前
からサツマイモの栽培を始めたそうです。

今年も6月10日、全校児童382人が塙誠姐さんか

ら苗の植え方の説明を聞き、ときわ会のみなさんから

手渡されたさツマイモの酋1人4本を．1年生は6年
生と、2年生は5年生と一緒に、中根ファーム（字綴

匝）に植えました。ひたちなか市の特産品でもあるサ
ツマイモは、秋まで育てる子どもたちの心にも大きく

育つことでしょう。

等度肝捌◎鴎也
薬師台自治会

高齢者クラフ「多宝会」の輪投げ部員は、
遇3匝】薬師台集会場で補習に励んでいます。

銅掛けは、目で見た距離と腕の力加減が難し
いです。

去年11月の高齢者クラフ連合会スポーツ

大会「市長杯」で2位になったので、今年も
良い成績を取れるように頑張っています。
80歳を過ぎた2人の女性は、輪投げの腕も

良いが点数計算の早さに、認知症も寄り付か

ないでしょう。また薬師台集会所では遇1国

の健康体操も、行っています。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に

関
わ
っ
て

大
成
町
自
治
会

石
崎
　
衛

何
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

な
の
り
大
字
入
学
時
に
先
輩

の
甘
い
言
葉
「
全
回
大
会
に

出
場
で
き
る
」
と
、
高
校
の

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
で
3
年
連
続
優
勝
し
た
右

腕
を
見
込
ま
れ
、
遊
び
半
分

で
入
部
し
た
。

そ
れ
か
ら
何
の
因
果
か
田
十

数
年
、
大
字
・
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
・

パ
パ
さ
ん
ソ
フ
ト
で
選
手
及
び

監
督
　
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
で
コ

ー
チ
及
び
監
督
を
続
け
て
き

た
。
そ
の
中
で
十
五
回
の
全
国

大
会
と
、
幾
多
の
修
羅
場
（
大

袈
裟
な
〃
）
を
穫
萌
し
た
。

そ
の
中
か
ら
ひ
と
つ
、
今

様
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
あ
げ
る

と
、
そ
れ
は
大
学
四
年
（
昭

和
四
十
一
年
）
　
の
二
階
全
国

大
会
（
実
業
団
・
ク
ラ
フ

大
学
生
チ
ー
ム
な
ど
の
構

成
）
　
の
関
東
大
会
が
、
勝
田

市
の
石
川
グ
ラ
ン
ド
で
の
開

催
。
我
が
大
学
の
決
勝
戦
の

相
手
は
、
前
年
に
続
い
て
日

本
体
育
大
学
。
対
戦
投
手
は
、

米
国
よ
り
導
入
の
日
本
国
内

初
の
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
投
法
（
今

後
各
チ
ー
ム
取
り
入
れ
て
来

る
で
あ
ろ
う
新
技
術
）
　
で
、

1
対
1
の
延
長
の
未
8
回
裏

で
サ
ヨ
ナ
ラ
敗
戦
。
し
か
し

両
チ
ー
ム
共
全
国
大
会
に
出

場
し
、
日
体
大
は
全
国
制
覇

した。以
降
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
投
法

が
主
流
で
、
技
術
も
向
上
し

若
手
農
業
者
の
集
い

勝
倉
自
治
会

濾
過
　
敏
行

私
が
所
属
し
て
い
る
　
「
ひ

た
ち
な
か
市
農
業
後
継
者
ク

ラ
フ
」
は
、
2
0
代
か
ら
4
0
代

ま
で
の
若
手
農
業
後
継
者
約

2
0
人
が
活
動
し
て
い
る
。
主

な
活
動
内
容
は
．
壬
の
視
察

研
修
・
秋
の
サ
ツ
マ
イ
モ
掘

取
り
体
顆
会
　
産
業
交
流
フ

ェ
ア
へ
の
参
加
。
そ
の
他
、

定
例
会
で
は
稲
の
生
育
状
況

や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
出
来
か
ら

農
業
問
題
ま
で
、
い
ろ
い
ろ

な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

る。

干
し
イ
モ
・
コ
メ
・
野
菜
・

花
な
ど
栽
培
し
て
い
る
物
は

さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
普
段
は
畑

で
一
人
黙
々
と
作
物
と
向
き

合
う
こ
と
が
多
い
私
た
ち
に

と
っ
て
、
同
じ
仕
事
を
す
る

たい。
同
世
代
の
人
と
情
報
交
換
で

き
る
機
会
は
十
重
だ
。
ま
た
、

新
規
就
農
し
た
方
に
と
っ
て

は
、
技
橋
だ
け
で
な
く
地
域

の
農
業
の
様
子
を
知
る
上
で

も
重
要
な
集
ま
り
だ
と
思

う
。
一
箱
に
作
業
を
し
な
が

ら
、
互
い
に
工
夫
し
て
い
る

こ
と
を
教
え
合
っ
た
り
す
る

中
で
、
技
術
を
向
上
さ
せ
、

さ
ら
に
は
い
い
意
味
で
の
ラ

イ
バ
ル
関
係
が
、
自
分
も
頑

張
ろ
う
と
い
う
意
識
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

先
日
、
み
ん
な
で
植
え
た

サ
ツ
マ
イ
モ
。
掘
取
り
体
敦

会
は
、
後
野
グ
ラ
ン
ド
脇
の

畑
で
1
0
月
末
に
予
定
し
て
い

る
。
私
た
ち
の
育
て
た
イ
モ

を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

あ
れ
や
・
こ
れ
や
・
‥
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車鞄塗垣飽弛
小場江堰用水は．明暦2年（1656）

に水戸藩初代藩主徳川頼房公の命
で、家臣の永日茂衛門により造られ

た農業用かんがい水路です。那珂川

から取水し、常陸大宮市から那珂市、

水戸市を経てひたちなか市の下流一
帯に．農業用水を送り続け、流域に
豊かな実りをもたらしてきました。

小場江堰土地改良区発行「小場江　　　　　　小嶋江頭首工
堰用水のあゆみ」によれば、取水口は度重なる洪水によりたびたび場所を上流
に移してきました。最初は、現在の那珂而下江戸地区の那珂川に5Ⅰ堰を築きま

した。しかし翌年の大洪水で壊れ万治元年（1658）に約2km上流の小場村（現

在の常陸大宮市小場）に移動。これによって小場江堰と命名されました。用水
路は那珂川に平行して左岸の那珂大地のすそを流れ、小場村から三反田村（現
在のひたちなか市三反田）まで約30kmに及びます。三反田までの落差はわ

ずか16mであり、この時代にこれだけ落差の少ない勾配の用水路を建設した

技術力は、今なお高い評価を受けています。
その後、昭和22年のキャサリン台風で大被害を受け、昭和25年に取水口

をさらに約6km上流の、現在の常陸大宮市三美地区に移しました。繰り返さ
れる修築のための負担は相当なもので、近代的な江堰を築くことが悲願でした。

勝倉小喝江用水路

昭和45年（1970）には、現在の頭首工（取水

口の堰）が完成しました。鉄筋コンクリート製

の檀久的な可動堰であり、より安定した送水が

可能になりました。
350年以上もの歴史があり、受益農業者だけ

でなく一般の人々にも恵みをもたらしてくれる

小場江堰用水を、後世に伝承していくことが極
めて重要だと云われています。

大平自治会海野．妙子（9。，軍感
動妙朝姐臓皇妙

私が満州に行ったのは、昭和19年5月、24歳の時でした。知

人の恵子が満鉄で働いていて嫁を探していると聞き、満州は日本

よりいい暮らしができると、父が勝手に結婚を決めてきてしまっ
たのです。満州の吉林は日本人学校が何校もある大きな可で、夫

との幸せな一年間でした。

昭和20年7月に長男が生まれ、8月に終戦。乳飲み子を抱え
それからが大変でした。ソ連兵が攻めて来て、若い娘が連れて行

かれることもありました。すぐに日本に帰れるはすもなく、残っ
た日本人たちは、小学校校舎に集まり共同生活。それぞれが校庭
で煮炊きをし、何とか生き延びました。日本の舶が迎えに来ると

知らされたのは、次の年の7月。人が乗っているのを知られない
ようムシロをかぶせた貨物列車で、28位かけて吉林から舶が来
るコ0島まで行きました。コロ烏

でも船が来るまで、80人位が廃

屋で10日近く待たされました。

みんな着の身着のままでしたが、
私たち子どもを抱えた母親は、近
くの川まで5先濯に何度も通いまし

た。夏だったのが救いでした。

古い汚い舶で九州の佐世保に
着きそれから汽車に乗って．何日

もかかってやっと中根の実家に

着いたのは、昭和21年9月でし
た。家族3人が、何とか無事でよ
く帰って来られたと、今でも思い

ます。

≠寧救世≠鞍各町払町粗食寧救世≠脚M■各町臥ダ乳母寧悌鞍≠鞍≠鞍≠鞍≠ぢ

」と皇室も

ボ
ラ
ン
ま
イ
完

賀
ル
ー
プ
紹
介

轟
嶋
・
松
戸
公
【
集
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

長
堀
・
松
戸
地
域
の
公
園
を
き
れ
い

に
し
よ
う
と
、
（
全
閉
美
化
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
2
0
数

人
の
応
募
が
あ
り
（
現
在
2
9
人
）
、
昨

年
市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
登
録
を

し
ま
し
た
。
今
ま
で
市
で
行
っ
て
き
た

2
ヶ
所
の
公
園
の
除
草
作
業
を
請
け
負

い
、
春
と
秋
に
は
花
を
植
え
花
壇
を
整

備
し
て
、
い
つ
も
き
れ
い
な
公
園
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
市
の
「
花
と

緑
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
応
募
し
、
優
秀

書
を
受
賞
し
ま
し
た
。

年
4
回
の
除
草
作
業
に
は
、
市
所
有

の
機
械
を
借
り
て
行
う
た
め
、
作
業
効

率
も
良
く
い
つ
も
半
日
で
終
わ
り
．
終

了
後
は
ジ
ュ
ー
ス
や
お
茶
な
ど
を
飲
み

な
が
ら
楽
し
い
話
に
花
が
咲
き
ま
す
。

昨
年
の
秋
に
は
、
作
業
終
了
後
芋
煮

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
周
り
の
人
た
ち

か
ら
感
謝
の
言
葉
を
も
ら
っ
て
、
会
員

の
皆
さ
ん
は
ま
す
ま
す
ハ
ッ
ス
ル
し
て

お
り
ま
す
。

安
全
防
災
部
会

7
月
2
日
、
3
9
人
の
参
加
で

視
察
研
修
を
実
施
。
福
島
県
で

は
大
震
災
の
後
、
復
旧
が
で
き

な
い
で
い
る
所
が
ま
だ
数
多
く

あ
る
。
今
回
は
い
わ
き
市
の
復

興
状
況
を
実
際
に
見
学
。
改
め

て
災
害
の
悲
惨
さ
を
痛
感
し
た
。

東
北
の
物
産
購
入
な
ど
で
復
興

の
応
援
を
し
た
い
と
思
っ
た
。

車
中
で
は
、
「
も
っ
と
減
ら
せ

る
交
通
事
故
」
の
ビ
デ
オ
映
像

に
よ
る
研
修
を
行
っ
た
。

頂
境
部
会

環
境
部
会
で
は
、
一
中
地

区
内
2
つ
の
地
域
を
重
点
パ

ト
ロ
ー
ル
区
域
と
し
て
、
ク

リ
ー
ン
運
動
を
展
開
し
て
い

る
。
今
回
（
5
月
2
4
日
）
は
、

勝
倉
集
落
セ
ン
タ
ー
か
ら
那

珂
川
新
堤
防
治
い
を
実
施
。

従
来
か
ら
道
路
沿
い
を
行
う

た
め
、
安
全
上
に
は
気
を
使

っ
て
き
た
が
、
こ
の
ほ
ど
ふ

れ
あ
い
を
広
め
る
会
か
ら
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
黄
色
の

安
全
ペ
ス
ト
を
全
員
着
用
し

て
、
無
事
終
了
し
た
。

撫
－
撫
・
幸
J
T
十
・
七
こ
て
嶺
・
十
・
宰

三
反
田
小
学
校
区
か
ら

吉
木
一
美
さ
ん
が
広
報
委

員
に
就
任
し
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

5
月
3
0
日
、
新
旧
広
報

員
参
加
に
よ
る
デ
ジ
カ
メ

撮
影
研
修
を
牛
久
・
龍
ヶ

崎
市
で
実
施
。
車
中
で

は
．
嬬
影
の
基
本
で
あ
る

シ
ャ
ッ
タ
ー
速
度
・
絞
り
・

楕
園
設
定
な
ど
撮
影
技
摘

向
上
の
勉
強
会
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
成
果
を
こ
れ

か
ら
の
紙
面
作
り
に
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

★
■
　
▲
・
・
十
・
七
・
■
・
十
・
▲
∵
∴
†
・
十
・
十
・

＊
ペ
タ
ン
ク

一
般
の
部

優
　
勝
　
西
中
裾
」
ハ
美
会

（
虎
男
チ
ー
ム
）

準
優
勝
　
富
士
山
B

三
　
位
　
富
士
山
A

家
族
の
都

優
　
勝
　
中
根
と
き
わ
会
C

＊
グ
ラ
ン
ド
コ
ル
フ

優
　
勝
　
大
平
B

準
優
勝
　
棄
中
根
団
地
A

三
　
位
　
金
上
空
寿
会
A

福
祉
部
会

6
月
2
0
日
、
筑
西
市
の
障

害
者
支
援
施
設
「
ピ
ア
し
ら

と
り
」
で
、
郡
会
員
2
5
人
が

視
察
研
修
を
実
施
し
た
。

地
域
と
共
に
・
地
域
の
た

め
に
を
目
指
し
て
、
手
作
り

焼
き
た
て
パ
ン
や
「
さ
お
り

織
り
」
　
で
作
っ
た
製
品
の
販

売
を
通
し
て
、
積
極
的
に
地

域
の
交
流
を
深
め
て
い
る
。

年
間
の
諸
行
事
の
説
明
を
聞

き
、
施
設
内
を
巡
り
活
動
の

文
化
部
会

6
月
6
日
、
3
8
人
が
参
加

し
て
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
実

施
し
た
。
N
H
K
大
河
ド
ラ

マ
「
八
重
の
桜
」
で
話
題
の

会
津
若
松
方
面
へ
。
白
虎
隊

で
有
名
な
「
会
津
漕
校
白
新

館
」
と
、
「
飯
盛
山
」
を
見
学

し
た
。
そ
の
後
、
昔
な
が
ら

の
情
緒
を
残
し
て
い
る
「
七

日
町
通
り
」
を
散
策
し
た
。

日
新
館
入
学
前
に
、
会
津

藩
士
の
心
構
え
を
身
に
付
け

さ
せ
る
「
什
の
掟
」
は
、
今

の
世
に
こ
そ
必
要
か
も
‥
・
。

体
育
部
会

6
月
8
日
、
六
ツ
野
公
園

で
、
三
世
代
交
流
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

結
果
疇
告

＊
輪
投
げ

優
　
勝
　
富
士
山
A

準
優
勝
　
富
士
山
B

三
　
位
　
西
中
根
六
姜
会
A


